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背景

企業
クラウド技術者を増やす

必要がある
実践的なことも学んだ
学生を採用したい

学生
実践的な技術も効率よく

身につけたい

教育機関
学生と社会にニーズに応
えながら、よい良い学び
の場を提供したい

「明日の技術者を今日から育てるという」
AWSのクラウドの教育、労働力開発のビジョンを具現化するための

中心的な取り組み
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日本では…2030年までに約60万人のIT人材が不足
（経済産業省調べ）

*平成28年6月10日発表：「IT人材の最新動向と将来推計に関する調査結果」より抜粋
© 2017, Amazon Web Services, Inc. or its Affiliates. All rights reserved.

http://www.meti.go.jp/policy/it_policy/jinzai/27FY/ITjinzai_report_summary.pdf
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ビジネスに特化したＳＮＳであるLinkedIn 上で企業が必
要としているスキルのランキング(2018年)

Source:しhttps://learning.linkedin.com/blog/top-skills/the-skills-companies-need-most-in-2018--and-the-courses-to-get-t

1. Cloud and Distributed Computing

Related Jobs: Platform Engineer, Cloud Architect 

2. Statistical Analysis and Data Mining

Related Jobs: Business Analyst, Data Analyst, Statistician

3. Middleware and Integration Software

Related Jobs: IT Manager, Systems Integration Engineer 

4. Web Architecture and Development Framework

Related Jobs: Web developer, Full Stack Web Developer

5. User Interface Design

Related Jobs: UX Designer, Web Developer, UI Designer 

6. Software Revision Control Systems

Related Jobs: Web Developer, Software Programmer

7. Data Presentation

Related Jobs: Graphic Designer, Data Scientist, Business Consultant

8. SEO/SEM Marketing

Related Jobs: Marketing Specialist, Online Marketing Manager, 

Advertising Manager

9. Mobile Development

Related Jobs: Mobile Engineer, Mobile Application Developer

10. Network and Information Security

Related Jobs: Information Security Specialist, Cyber Security 

Specialist

https://learning.linkedin.com/blog/top-skills/the-skills-companies-need-most-in-2018--and-the-courses-to-get-t
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AWS Educate概要

2015年に提供を開始した学生にクラウドの技術
を学生に習得してもらうための無償のプログラム
です

200以上の国でのべ40万人以上の学生が参加して
います。

申し込みはウェブサイト上で行え、書面での申し
込み手続きは不要です。

http://www.awseducate.com

http://www.awseducate.com/
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AWS Educate プログラムの参加メリット

クラウド技術を学ぶためのラ

ボとトレーニング環境が提供

されます

AWSや外部のエキス

パートから提供される教

材にアクセスできます。

AWSを利用するため

のクレジットが提供さ

れます

職業に紐づくコース（パス

ウェイ）設定

クラウドに関わる仕事

 クラウド技術を習得すること
で様々な職業につく可能性
が生まれます

 学生自身のアプリケーショ
ン開発や起業を目指すきっ
かけになりえます

 学生の就職の機会と企業
の採用機会、どちらの増加
にも貢献します

 自習、カリキュラムへの組
み込みどちらでも利用可能
です
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参加メリット１
クレジットカード登録が不要なスターターアカウント

・クレジットカード登録不要の学習用AWSアカウントです。
・学生が100ドルぶんを使い切ると利用が終わります。（通常のAWSアカウントでは
クレジットを使い切るとクレジットカードへの課金が始まります。）
・期限は1年
・1年ごとに新しいアカウントに更新されます（学生は卒業するまで）
・以下のリストのサービスをカバーしています。（2019年11月版）

https://awseducate-starter-account-

services.s3.amazonaws.com/AWS_Educate_Starter_Account_Services_Supported.pdf

https://awseducate-starter-account-services.s3.amazonaws.com/AWS_Educate_Starter_Account_Services_Supported.pdf
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参加メリット２
AWS利用クレジット（14歳以上の学生・教員・機関）
（2019年12月6日更新）

※教員は自身が主催するクラスのため50ドル/学生の追加リクエストが可能

機関加盟 身分 AWSアカウント クレジット（年）

学生 スターターアカウントのみ 100ドル

自身のAWSアカウント 200ドル

スターターアカウント 150ドル

学生 スターターアカウントのみ 30ドル

自身のAWSアカウント 75ドル

スターターアカウント 50ドル

有り

無し

教員

教員
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参考
実際にどのように使われているか（教員メンバーへのアンケートより）

クラス内でのデモ

宿題など個人での学習

グループ課題

研究

その他

授業では使っていない

自由にお使いいただけます
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参加メリット３ キャリアパスウェイ（学生用オンライン学習コンテツ）
目標とする職業に紐づく各30～40時間
を要する自習コンテンツで、小テストを
含み学習のチェックができます。（日本
語対応。）

【12の学習コース】
（基礎を学ぶコース）
Cloud Computing 101

（目標とする職種に紐づくコース）
アプリケーションデベロッパー
クラウドサポートアソシエイト
クラウドサポートエンジニア
サイバーセキュリティスペシャリスト
データインテグレーションスペシャリスト
データサイエンティスト
DevOpsエンジニア
マシンラーニングスペシャリスト
ソフトウェアデベロップメントエンジニア
ソリューションアーキテクト
Webデベロップメントエンジニア
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参加メリット４ ジョブサーチ（学生用）

学生が希望すると、AWS Educateに加盟しているメンバー企業のリクルータがプロ

フィールと学習進捗を閲覧できるようになります。（初期状態は非公開です。）また、学
生はジョブボードの求人情報を自由に閲覧できます。

プロフィールの非公
開・公開切り替え
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参加メリット5 教員メンバーによるクラス運営

教員メンバーはクラスを作成し、学生を招待できます。

加盟校の場合、クラス向けの追加クレジット（学生1人50ドル）をリクエストでき
ます。



13

機関登録の方法とメリット

【登録方法】
Webからのお申し込みのみです。
【クレッジット】

メンバークレジットの額が倍以上になります。

クラスルームクレジットのリクエストが可能になります。

【費用や期限、その他】

費用はかかりません。登録期限もありません。機関登録者が行
わなくてはならないメンバー管理業務は特に発生しません。
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世界中で2000を超える機関が登録しています
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申し込みログインともに
www.awseducate.com

http://www.awseducate.com/
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その他の高等教育機関でご利用いただける助成プログラム
AWS Educateと合わせて「学びたい」「使いたい」を包括的にサポートします

ＡＷＳ Ａｃａｄｅｍｙ 対象：学校

クラウド技術を習得し、認定資格を取得するためのカリキュラムの
構築を支援する無償プログラムです。講師のトレーニング、教材が
提供されます。
https://aws.amazon.com/jp/training/awsacademy/

研究向けクレジット 対象：研究者

研究基盤のクラウド移行、研究コミュニティでのクラウド活用、
オープンサイエンスの基盤のクラウド上での構築などクラウドを
活用するサイエンスになどにチャレンジされる研究者にクレジット
を提供します。
https://aws.amazon.com/jp/grants/
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AWS EducateとAWS Academyの比較
AWS Educate AWS Academy

目的
クラウドおよび関連する技術のオンライン自習教材
とそれに紐づく求人情報へのアクセス環境を学生
に提供する。教員向けクラス管理機能も提供。

クラウドの学習コースを教育機関のカリキュラムに組み
込み、クラウドについての理解促進と、認定資格取得
レベルの技術習得を目指し、IT業界で活躍するため
の準備を支援する。

学生（生徒）の
対象年齢と対象

14歳以上で、なんらかの教育機関で学習をする
生徒であればどなたでも（社会人教育も含む）

18歳以上で、AWS Academyの講師認定を受けた教
員が指導をするクラスがある AWS Academy加盟校の
学生

学習形態

オンライントレーニング（自習）、または教員が運
営する独自のクラスの中で提供されるクレジットを
利用しAWSを使用することも可能。学生、教員が
自由に活用できる。

クラスルーム形式、遠隔でのEラーニング形式の両方
に対応。レクチャー用教材と、ハンズオンラボ演習で実
際のAWSサービスにアクセスが可能。 完全に隔離され
た環境なので課金の心配がない。

参加方法
学生、教員ともの個別に申し込みと利用開始が
自由に可能。登録機関の学生・教員はクレジット
が増えます。

機関登録、教員のトレーニングと講師認定、AWSト
レーナーとの技術検証が完了後、クラスを立ち上げ学
生が受講できるようになります。

費用
学生、教員、機関、企業のリクルータの登録料、
会費などは一切無い無償のプログラムです。

登録、講師用トレーニング、学習リソースは全て 無償
で提供。AWS認定試験は教員、学生ともに模擬試験
が無料、本試験は50%割引で受験可能です。

※選択制ではありませんので両方のプログラムに参加することも可能です
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【参考】
申し込みと利用の概要

※2018年２月現在

Appendix
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教育機関の登録

１）登録した申請者のメールアドレスに
support@awseducate.comから確認のメールが届くので
確認のリンクをクリックする

２）資格審査が行われ、問題がなければ1週間程度で登録
完了を知らせるWelcomeメールが届きますのでログイン設
定を行うURLをクリック

３）ログインパスワードを設定

※機関代表者（CPOC）の方が日常的にログインを行い必
要な作業は特にありませんが、機関の登録者リストを参照
できる機能などがあります。
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学生の登録

www.awseducate.com

でAWS Educateに参加する
をクリック

Student/学生 を選択

必要事項を記入
【注意点】
・英語の所属校名を正確に記入してください。登録機関校の場合一致する
校名があるとリストが表示され選択可能です。
・学校のメールを使ってください。（ログインアカウントになります）
無い場合は学生証の写真データの提出をお願いします。
・卒業予定年月と生まれ年月に矛盾があると問い合わせ確認が必要にな
り登録に時間がかかります。
・プロモーションコードは有る場合だけ入力します。

http://www.awseducate.com/
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機関登録がされている場合機関名がマッチする加盟
校リストが表示されます
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教員の方はクラスを作ることができます

※申し込みの流れは学生と同じです

１）教員はクラスを作ることができ、新規メンバーとして学生
を招待することができます。

２）機関登録校の場合、クラスに参加している学生に対し一
人50ドルまでの追加クレジット（クラスルームクレジット）をリ
クエストできます。


